
ば
ら
の
会

月
学
習
会

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
一
日

11

前
橋
市
中
央
公
民
館

「
く

ら

し

と

密

接

な

地

名
」

―

形
の
な
い
文
化
財

地
名
の
由
来
を
考
え
る
―

群
馬
県
立
女
子
大
学
教
授

北

川

和

秀

Ａ
、
飛
鳥
時
代
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
群
馬
の
地
名

①
是
に
、
日

本

武

尊
の

曰

は
く
、
「
蝦
夷
の
凶
し
き

首

、

咸

に
其
の
辜
に

伏

ひ
ぬ
。

こ
こ

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

の
た
ま

え

み

し

あ

ひ
と
ど
も

こ
と
ご
と
く

そ

つ
み

し
た
が

唯
信
濃
国
・
越

国
の
み
、

頗

未
だ

化

に
従
は
ず
」
と
の
た
ま
ふ
。
則
ち
甲
斐
よ
り

北

、

た
だ

し
な
の
の
く
に

こ
し
の
く
に

す
こ
ぶ
る

い
ま

み
お
も
ぶ
け

か

ひ

き
た
の
か
た

武
蔵
・
上

野
を
転
歴
り
て
、

西

碓
日
坂
に
逮
り
ま
す
。
時
に
日
本
武
尊
、
毎
に
弟

橘

媛

む

ざ

し

か
み
つ
け
の

め

ぐ

に
し
の
か
た

う
す
ひ
の
さ
か

い
た

つ
ね

お
と
た
ち
ば
な
ひ
め

を
顧
び
た
ま
ふ
情
有
し
ま
す
。
故
、
碓
日
嶺
に
登
り
て
、
東

南
を
望
り
て
三
た
び
歎
き
て

曰

し
の

ま

か
れ

う
す
ひ
の
み
ね

た
つ
み
の
か
た

お
せ

み

の
た
ま

は
く
、
「
吾
嬬
は
や
」
と
の
た
ま
ふ
。
故
因
り
て
山
の

東

の
諸

国
を
号
け
て
、
吾
嬬
国

あ

づ

ま

か
れ

よ

ひ
む
が
し

も
ろ
も
ろ
の
く
に

な
づ

あ
づ
ま
の
く
に

と
曰
ふ
。

（
日
本
書
紀
景
行
四
〇
年
是
歳

）

い

②
辛
巳
の
歳
集
月
三
日
記
す
。
佐
野
の
三
家
と
定
め
賜
ひ
し
健

守

命
の
孫
黒
売
刀
自
、
此
れ
新

か
の
と
み

み

や

け

た
け
も
り
の
み
こ
と

く

ろ

め

と

じ

川
臣
の
児
斯
多
々
弥
足
尼
の
孫
大
児
臣
に
娶
ひ
て
生
め
る
児
、
長
利
僧
、
母
の
為
に
記
し
定
む

し

た

だ

み

の
す
く
ね

る
文
也
。
放
光
寺
の
僧
な
り
。

（
山
ノ
上
碑
）6

8
1

年

健
守
命

○

黒
売
刀
自

長
利
僧

新
川
臣

斯
多
々
弥
足
尼

○

大
児
臣

③
・
佐
為
評

・
一
斗

（
飛
鳥
京
跡
木
簡
）

＊
佐
位
郡

〔
丁
ヵ
〕

④
・
碓
日
評
□
大
□
少
丁

〔
支
ヵ
〕

・
鹿

□
多
比

（
飛
鳥
京
跡
木
簡
）

＊
碓
氷
郡

⑤
・
上
毛
野
国
車
評
桃
井
里
大
贄
鮎

（
藤
原
宮
木
簡
）

＊
群
馬
郡
桃
井
里

⑥
・
大
荒
城
評
胡
麻
□

（
藤
原
宮
木
簡
）

＊
邑
楽
郡

＊
大
荒
城
（
お
ほ
あ
ら
き
→
お
は
ら
き
）
→
邑
楽
（
お
は
ら
き
）
→
邑
楽
（
お
う
ら
）

音
韻
変
化

漢
字
二
字
表
記

表
記
に
引
か
れ
て
読
み
が
変
化

＊
地
名
の
二
字
化

・
大
宝
年
間
（
七
〇
一
～
七
〇
三
）
に
国
名
の
漢
字
二
字
化
が
行
わ
れ
た
。

・
近
淡
海
→
近
江
、
遠
淡
海
→
遠
江
、
上
毛
野
→
上
野
、
下
毛
野
→
下
野
、
无
耶
志
→
武
蔵
、

多
遅
摩
・
多
遅
麻
→
但
馬
、
波
伯
吉
→
伯
耆

倭
→
大
倭
、
嶋
→
志
麻
・
志
摩
、
木
→
紀
伊
、
粟
→
阿
波
な
ど

・
そ
れ
に
遅
れ
て
、
郡
郷
名
の
漢
字
二
字
化
も
行
わ
れ
た
。

・
其
の
郷
の
名
の
字
は
、
神
亀
三
年
（
七
二
六
）

の
民
部
省
の
口
宣
を

被

り
て
、
改
め
ぬ
。

さ
と

く

せ

む

か
が
ふ

（
『
出
雲
国
風
土
記
』
総
記

）

・
漆
治
の
郷
。
本
の
字
は
志
丑
治
な
り
。
美
談
の
郷
。
本
の
字
は
三
太
三
な
り
。
（
出
雲
郡
）

し
つ

ち

み

た
み

三
屋
の
郷
。
本
の
字
は
三
刀
矢
な
り
。
多
祢
の
郷
。
本
の
字
は
種
な
り
。
（
飯
石
郡
）

み
と

や

た

ね

Ｂ
、
奈
良
時
代
の
群
馬
の
地
名

①
弁
官
の
符
に
、
「
上
野
国
片
岡
郡
、
緑
野
郡
、
甘
良
郡
、
并
せ
て
三
郡
の
内
三
百
戸
を
郡
と
成

あ
は

し
、
羊
に
給
ひ
て
、
多
胡
郡
と
成
す
」
と
あ
り
。
和
銅
四
年
三
月
九
日
甲
寅
の
宣
な
り
。
左
中

弁
正
五
位
下
多
治
比
真
人
、
太
政
官
二
品
穂
積
親
王
、
左
太
臣
正
二
位
石
上
尊
、
右
太
臣
正
二

位
藤
原
尊
な
り
。

（
多
胡
碑
）7

1
1

年

②
上
野
国
甘
良
郡
の
織
裳
・
韓
級
・
矢
田
・
大
家
、
緑
野
郡
の
武
美
、
片
岡
郡
の
山
等
の
六
郷
を

か

む

ら

お

り

も

か
ら
し
な

や

た

お
ほ
や
け

む

み

か
た
を
か

や
ま

割
き
て
、
別
に
多
胡
郡
を
置
く
。

（
続
日
本
紀
和
銅
四
・
三
・
六

）7
1
1

年

さ

べ
ち

た

ご

③
上
野
国
群
馬
郡
下
賛
郷
高
田
里
の
三
家
の
子
孫
、
七
世
の
父
母
・
現
在
の
父
母
の
為
に
、
現
在

し
も
さ
の

み

や

け

ぶ

も

侍
る
家
刀
自
、
池
田
君
目
頬
刀
自
、
又
児
加
那
刀
自
、
孫
物
部
君
午
足
、
次
に

刀
自
、
次
に

い
へ

と

じ

め

づ

ら

と

じ

か

な

と

じ

う
ま
た
り

ひ

づ

め

と

じ

乙

刀
自
、
合
せ
て
六
口
、
又
知
識
に
結
べ
る
人
、
三
家
毛
人
、
次
に
知
万
呂
、
鍛
師
礒
部
君

お
と

ひ

づ

め

と

じ

む

た

り

み

や

け

の

え

み

し

ち

ま

ろ

か
ぬ
ち
の

い
そ
べ
の
き
み

身
麻
呂
、
合
せ
て
三
口
、
如
是
知
識
に
結
び
て
天
地
に
誓
み
願
ひ
仕
へ
奉
る
石
文
。

む

ま

ろ

か

く

の

い
し
ぶ
み

神
亀
三
年
丙
寅
二
月
廿
九
日

（
金
井
沢
碑
）7

2
6

年

④
飛
騨
国
大
野
郡
大
領
外
正
七
位
下
飛
騨
国
造
高
市
麻
呂
、
上
野
国
勢
多
郡
小
領
外
従
七
位
下
上

毛
野
朝
臣
足
人
、

各

当
国
の
国
分
寺
に
智
識
の
物
を
献
る
。
並
に
外
従
五
位
下
を
授
く
。

お
の
お
の

そ
の
く
に

（
続
日
本
紀
天
平
勝
宝
元
・
閏
五
・
二
〇

）7
4
9

年

⑤
上
野
国
に
在
る
新
羅
の
人
子
午
足
等
一
百
九
十
三
人
に
姓
を
吉

井

連
と
賜
ふ
。

し

ご

そ

く

よ
し
ゐ
の
む
ら
じ

（
続
日
本
紀
天
平
神
護
二
・
五
・
八

）7
6
6

年

⑥
上
野
国
邑
楽
郡
の
人
外
大
初
位
上
少
長
谷
部
宇
麻
呂
、
甘
楽
郡
の
人
竹
田
部
荒
当
・
糸
井
部

お
は
ら
き

を

は

つ

せ

べ

の

う

ま

ろ

か

む

ら

た

け

だ

べ

の

あ
ら
ま
さ

い

と

い

べ

の

表
胡
等
十
五
人
に
姓
を
大
伴
部
と
賜
ふ
。

（
続
日
本
紀
神
護
景
雲
三
・
四
・
二
六

）7
6
9

年

を

こ

お

ほ

と

も

べ

⑦
・
上
野
国
甘
楽
郡
新
屋
郷
□
…
…

・
上
戸
宋
宜
部
猪
万
呂
養
銭
…
…

（
平
城
京
木
簡
）

＊
甘
楽
郡
新
屋
郷

〔
田
後
ヵ
〕

⑧
・
上
野
国
山
田
郡
大
野
郷
□
□
里
鴨
部
子
□
村
輸
押
年
魚
大
贄
陸
斤

天
平
八
年
十
月

（
平
城
京
木
簡
）

＊
山
田
郡
大
野
郷



⑨
・
上
野
国
緑
野
郡
小
野
郷
戸
主
物
部
鳥
麻
呂
戸
中
男
作
物
鹿

代
雑
…
…

（
平
城
宮
木
簡
）

＊
緑
野
郡
小
野
郷

⑩
・
大
前
里
六
…
…

（
平
城
宮
木
簡
）

＊
緑
野
郡
大
前
里

〔
国
ヵ
〕

⑪
・
□
吾
妻

（
平
城
宮
木
簡
）

＊
吾
妻
郡

《
上
野
国
東
歌
》

・
日
の
暮
に
碓
氷
の
山
を
越
ゆ
る
日
は
夫
な
の
が
袖
も
さ
や
に
振
ら
し
つ
（
万
葉
集
三
四
〇
二

）

ぐ
れ

う

す

ひ

せ

・
吾
が
恋
は
現
在
も
か
な
し
草
枕
多
胡
の
入
野
の
将
来
も
か
な
し
も
（
万
葉
集
三
四
〇
三

）

あ

ま

さ

か

た

ご

い

り

の

お

く

・
新
田
山
嶺
に
は
着
か
な
な
吾
に
よ
そ
り
間
な
る
子
ら
し
あ
や
に
愛
し
も
（
万
葉
集
三
四
〇
八

）

に

ひ

た

や

ま

ね

つ

わ

は
し

か
な

・
上
毛
野
久
路
保
の
嶺
ろ
の
葛
葉
が
た
愛
し
け
子
ら
に
い
や
離
り
来
も
（
万
葉
集
三
四
一
二

）

か

み

つ

け

の

く

ろ

ほ

ね

く

ず

は

か
な

ざ
か

く

・
利
根
川
の
川
瀬
も
知
ら
ず
直
渡
り
波
に
あ
ふ
の
す
会
へ
る
君
か
も
（
万
葉
集
三
四
一
三

）

た
だ

・
上
毛
野
伊
奈
良
の
沼
の
大
藺
草
外
に
見
し
よ
は
今
こ
そ
益
れ
（
万
葉
集
三
四
一
七

）

い

な

ら

お
ほ

ゐ

ぐ
さ

よ
そ

ま
さ

・
上
毛
野
佐
野
の
舟
橋
取
り
放
し
親
は
離
く
れ
ど
吾
は
離
る
が
へ
（
万
葉
集
三
四
二
〇

）

ふ
な
は
し

は
な

さ

わ

さ
か

・
伊
香
保
嶺
に
雷
な
鳴
り
そ
ね
吾
が
上
に
は
故
は
な
け
ど
も
子
ら
に
よ
り
て
そ

ね

か
み

わ

へ

ゆ
ゑ

（
万
葉
集
三
四
二
一

）

《
未
勘
国
東
歌
》

・
子
持
山
若
鶏
冠
木
の
黄
葉
つ
ま
で
寝
も
と
吾
は
思
ふ
汝
は
何
ど
か
思
ふ
（
万
葉
集
三
四
九
四

）

こ

も

ち

や

ま

わ

か

か

へ

る

で

も

み

わ

も

な

あ

も

・
左
和
多
里
の
手
児
に
い
行
き
逢
ひ
赤
駒
が
足
掻
き
を
速
み
言
問
は
ず
来
ぬ
（
万
葉
集
三
五
四
〇

）

さ

わ

た

り

て

ご

あ

が

こ
と

き

・
真
金
吹
く
丹
生
の
真
朱
の
色
に
出
て
言
は
な
く
の
み
そ
吾
が
恋
ふ
ら
く
は
（
万
葉
集
三
五
六
〇

）

ま

か

ね

に

ふ

ま

そ

ほ

で

あ

Ｃ
、
平
安
前
期
の
群
馬
の
地
名

碓
氷
郡
宇
須
比

飽
馬
安
木
末

石
馬

坂
本
佐
加
毛
土

礒
部
伊
曽
倍

石
井
伊
波
井

野
後

駅
家

浮
囚

片
岡
郡
加
太
乎
加

若
田
和
加
多

多
胡

高
渠
太
加
無
曽

佐
没

長
野
奈
加
乃

甘
楽
郡
加
牟
良

貫
前
奴
木
乃
佐

酒
甘

丹
生

那
非

端
下

宗
伎

端
上

有
只

那
射

額
部
奴
加
倍

新
屋
尓
比
也

小
野
乎
乃

抜
鉾

多
胡
郡
（
胡
音
如
呉
）

山
宗
也
末
奈

織
裳
於
利
毛

辛
科
加
良
之
奈

大
家

武
美

浮
囚

八
田

緑
野
郡
美
止
乃

林
原
八
也
之
波
良

小
野
乎
乃

升
茂

高
足

佐
味

大
前

尾
張

保
美

土
師
波
尓
之

浮
囚

山
高

那
波
郡

朝
倉
阿
佐
久
良

鞘
田
佐
也
多

田
後
多
之
利

佐
味

委
文
之
土
利

池
田
伊
介
多

韮
束
尓
良
都
加

群
馬
郡
久
留
末

長
野
奈
加
乃

井
出

小
野
乎
乃

八
木

上
郊
加
無
佐
土

畔
切
安
木
利

島
名
之
萬
奈

群
馬

桃
井
毛
毛
乃
井

有
馬
安
利
萬

利
刈
止
加
利

駅
家

白
衣

吾
妻
郡
阿
加
豆
末

長
田
奈
加
太

伊
参
伊
佐
萬

大
田
於
保
太

利
根
郡
止
祢

渭
田
奴
末
太

男
信
奈
萬
之
奈

笠
科
加
佐
之
奈

呉
桃
奈
久
留
美

勢
多
郡

深
田

田
邑
多
無
良

芳
賀
波
加

桂
萱
加
以
加
也

真
壁
萬
加
倍

深
渠
布
加
無
曽

深
沢
布
加
佐
波

時
沢

藤
沢
布
知
佐
波

佐
伊
郡

名
橋
奈
波
之

岸
新

反
治

佐
井

淵
名
布
知
奈

駅
家

雀
部
佐
々
伊
倍

美
侶

新
田
郡
尓
布
太

新
田

滓
野
加
須
乃

石
西

祝
人
波
布
利

淡
甘

駅
家

山
田
郡
夜
末
太

山
田

大
野
於
保
乃

園
田
曽
乃

真
張
萬
波
利

邑
楽
郡
於
波
良
岐

池
田
伊
岐
太

疋
太
比
木
太

八
田
也
太

長
柄

（
二
十
巻
本
『
倭
名
類
聚
抄
』
巻
五
・
七
）

＊
『
倭
名
類
聚
抄
』
は
平
安
時
代
前
期
に
成
立
し
た
一
種
の
百
科
事
典
。
醍
醐
天
皇
の
皇
女
勤
子

内
親
王
の
た
め
に

源

順

が
編
纂
し
た
。
承
平
（
九
三
一
～
九
三
八
）
年
間
に
成
立
。

み
な
も
と
の
し
た
が
う

Ｄ
、
伊
参
（
中
之
条
町
）

＊

現
在
の
吾
妻
郡
中
之
条
町
は
昭
和
三
十
年
に
一
町
三
村
（
中
之
条
町
、
名
久
田
村
、
伊
参
村
、

沢
田
村
）
が
合
併
し
て
成
立
し
た
も
の
で
、
そ
の
四
ヶ
町
村
の
一
つ
が
伊
参
村
だ
っ
た
。
今
、

「
伊
参
」
と
い
う
地
名
は
、
「
伊
参
幼
稚
園
」
「
伊
参
簡
易
郵
便
局
」
「
伊
参
ス
タ
ジ
オ
」
な
ど

と
い
う
形
で
残
っ
て
お
り
、
読
み
は
い
ず
れ
も
「
い
さ
ま
」
。

昭
和
三
十
年
に
消
滅
し
た
伊
参
村
は
、
明
治
二
十
二
年
の
町
村
合
併
の
折
に
、
原
岩
本
・
五

反
田
・
蟻
川
・
大
道
新
田
と
い
う
四
ヶ
村
が
合
併
し
て
成
立
し
た
も
の
で
、
伊
参
と
い
う
名
は
、

そ
の
あ
た
り
が
古
代
の
伊
参
郷
に
属
し
て
い
た
と
い
う
伝
承
に
よ
る
と
い
う
。

＊

町
村
合
併
で
新
地
名
を
決
め
る
に
際
し
て
、
『
和
名
抄
』
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
古
代
地
名
を



復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
姿
勢
は
評
価
で
き
る
。
た
だ
、
地
名
の
範
囲
が
問
題
に
な
る
。
古
代
の

伊
参
郷
の
地
域
と
近
代
の
伊
参
村
の
範
囲
と

は
ど
の
程
度
重
な
り
合
う
も
の
か
。
ま
た
、

「
い
さ
ま
」
と
い
う
地
名
は
何
に
由
来
す
る

の
か
。
同
じ
発
音
の
地
名
は
埼
玉
県
秩
父
郡

吉
田
町
に
も
あ
る
。
こ
ち
ら
は
「
石
間
」
と

書
く
。
「
い
さ
」
は
砂
地
、
「
ま
」
は
狭
間
の

意
で
、
狭
間
（
谷
間
）
が
砂
地
で
あ
っ
た
こ

と
に
由
来
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
吾
妻
郡

の
伊
参
郷
の
語
源
も
こ
れ
と
同
じ
な
の
か
ど

う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
自
然
地
形
に
由
来

す
る
地
名
だ
と
す
れ
ば
、
伊
参
郷
の
ど
こ
か

（
た
ぶ
ん
郷
の
中
心
的
な
場
所
）
に
「
い
さ

ま
」
と
表
現
す
べ
き
地
形
が
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
明
治
二
十
二
年
に
成
立
し
た
伊
参
村

に
は
、
古
代
の
伊
参
郷
の
名
の
由
来
に
な
っ

た
そ
の
場
所
が
含
ま
れ
る
の
か
ど
う
か
。
そ

ん
な
こ
と
も
本
当
は
考
え
る
べ
き
こ
と
で
あ

っ
た
ろ
う
。

＊
『
上
野
国
郡
村
誌
』
（
成
立
は
明
治
一
〇
年
代
か
）
に
は
、
「
上
野
国
吾
妻
郡
伊
勢
町
」
の
条

に
、
「
伊
参
」
と
い
う
字
が
あ
り
、
「
伊
参

本
町
ノ
南
ニ
ア
リ
、
東
西
五
町
南
北
二
町
三
十

あ
ざ

八
間
」
と
あ
る
。

Ｅ
、
明
治
二
十
二
年
の
新
地
名
の
由
来
（
群
馬
県
の
場
合
）

◎

明
治
二
十
年
頃
、
日
本
国
中
に
は
七
一
〇
〇
〇
の
町
村
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
江
戸

時
代
以
来
の
も
の
で
あ
り
、
近
代
日
本
に
と
っ
て
、
一
つ
一
つ
の
町
村
の
面
積
は
あ
ま
り
に
も

狭
す
ぎ
、
行
政
上
不
都
合
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
明
治
二
十
一
年
に
市
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
翌

明
治
二
十
二
年
に
大
規
模
な
町
村
合
併
を
行
い
、
全
国
の
市
町
村
の
数
は
一
五
〇
〇
〇
に
な
っ

た
。
こ
の
大
合
併
の
折
、
江
戸
時
代
以
来
の
村
名
は
大
部
分
が
大
字
と
し
て
残
り
、
今
に
至
っ

て
い
る
。
都
市
部
を
除
い
て
、
今
に
残
る
大
字
の
大
部
分
は
江
戸
時
代
ま
で
遡
れ
る
貴
重
な
地

名
で
あ
る
。

群
馬
県
に
お
い
て
は
、
明
治
二
十
年
頃
に
約
一
〇
〇
〇
あ
っ
た
町
村
が
、
明
治
二
十
二
年
の

合
併
で
二
〇
九
に
統
合
さ
れ
た
。
こ
の
二
〇
九
の
町
村
名
の
由
来
を
分
類
す
る
。

①
合
併
し
な
か
っ
た
町
村
…
…

（
旧
来
の
町
村
名
の
ま
ま
が

、
少
し
変
更
が
１
）

15

14

＊
伊
勢
崎
町
、
渋
川
町
、
沼
田
町
、
倉
賀
野
町
な
ど
。

＊
「
少
し
変
更
」
は
、
邑
楽
郡
の
北
大
島
村
が
大
島
村
と
改
称
し
た
例
。

②
地
名
に
冠
し
た
「
上
」
「
下
」
等
を
削
除
…
…
４

＊
碓
氷
郡
の
東
上
秋
間
・
西
上
秋
間
・
中
秋
間
・
下
秋
間
の
四
ヶ
村
が
合
併
し
て
秋
間
村
、
碓

氷
郡
の
上
後
閑
・
中
後
閑
・
下
後
閑
の
三
ヶ
村
が
合
併
し
て
後
閑
村
な
ど
。

③
城
下
町
名
・
宿
場
名
を
採
用
…
…
３

＊
高
崎
町
、
前
橋
町
。
両
者
は
と
も
に
江
戸
時
代
の
城
下
町
。

＊
那
波
郡
の
福
島
・
南
玉
・
上
飯
島
・
上
之
手
・
角
淵
・
下
新
田
・
上
新
田
・
与
六
分
・
斎
田

の
九
ヶ
村
が
合
併
し
て
玉
村
町
。
玉
村
は
こ
の
地
に
あ
っ
た
江
戸
期
の
宿
場
名
。

④
合
併
し
た
町
村
の
う
ち
の
一
つ
の
町
村
名
等
を
採
用
…
…
55

＊
こ
の
類
が
最
多
。
富
岡
町
、
藤
岡
町
、
太
田
町
、
館
林
町
、
松
井
田
町
な
ど
。
前
出
の
中
之

条
町
も
同
様
。

＊
西
群
馬
郡
の
駒
寄
村
は
、
大
久
保
村
と
漆
原
村
と
が
合
併
し
て
成
立
し
た
も
の
で
、
新
村
名

は
村
中
央
の
大
久
保
字
駒
寄
を
と
っ
た
。
こ
う
い
う
例
も
含
む
。

⑤
合
併
し
た
町
村
名
を
合
成
あ
る
い
は
併
称
…
…
26

＊
こ
の
類
も
多
数
を
占
め
る
。
「
足
し
て
二
で
割
る
」
方
式
。
西
群
馬
郡
の
中
山
村
と
尻
高
村

と
が
合
併
し
て
で
き
た
高
山
村
は
、
尻
高
と
中
山
の
各
一
字
を
と
っ
て
合
成
し
た
も
の
。

＊
西
群
馬
郡
の
金
島
村
は
、
阿
久
津
・
祖
母
島
・
金
井
・
川
島
・
南
牧
の
五
ヶ
村
が
合
併
し
て

成
立
し
た
も
の
で
、
新
村
名
は
金
井
と
祖
母
島
の
各
一
字
を
と
っ
て
合
成
し
た
。

＊
新
田
郡
の
本
町
・
藪
塚
・
山
神
・
大
久
保
・
六
千
石
・
寄
合
の
六
ヶ
村
が
合
併
し
て
で
き
た

藪
塚
本
町
と
い
う
町
名
は
、
藪
塚
と
本
町
と
を
併
称
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
新
幹
線
の
駅
名

や
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
名
に
は
、
安
中
榛
名
、
燕
三
条
、
渋
川
伊
香
保
な
ど
、

併
称
が
見
ら
れ
る
が
、
明
治
二
十
二
年
の
群
馬
県
内
の
新
地
名
で
併
称
と
考
え
ら
れ
る
の
は

藪
塚
本
町
の
み
。

＊
合
成
地
名
の
変
種
と
し
て
、
西
群
馬
郡
の
清
里
村
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
池
端
・
野
良
犬
・
上

青
梨
子
・
青
梨
子
の
四
ヶ
村
が
合
併
し
て
で
き
た
村
で
、
村
名
は
、
池
端
の
池
の
字
の
さ
ん

ず
い
と
上
青
梨
子
・
青
梨
子
の
青
と
を
結
合
し
て
清
、
野
良
犬
の
野
の
里
偏
を
と
っ
て
清
里

と
命
名
し
た
も
の
で
、
漢
字
の
合
成
。

⑥
合
併
し
た
村
の
数
を
示
す
…
…
４

＊
西
群
馬
郡
の
六
郷
村
は
、
上
小
鳥
・
下
小
鳥
・
筑
縄
・
上
小
塙
・
下
小
塙
・
上
並
榎
の
六
ヶ

村
が
合
併
し
て
で
き
た
の
で
「
六
郷
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。



⑦
自
然
地
名
を
採
用
…
…

（
川
の
名
が

、
山
や
丘
陵
の
名
が
６
、
そ
の
他
が
２
）

20
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＊
利
根
郡
の
七
ヶ
村
が
合
併
し
て
で
き
た
白
沢
村
。
こ
の
村
名
は
、
地
内
を
南
北
に
貫
流
す
る

白
沢
川
に
由
来
す
る
。

＊
南
勢
多
郡
の
木
瀬
村
は
、
村
内
を
流
れ
る
桃
木
川
と
広
瀬
川
と
の
合
成
地
名
。

＊
南
勢
多
郡
の
十
三
ヶ
村
が
合
併
し
て
で
き
た
南
橘
村
。
こ
の
村
名
は
、
古
く
か
ら
人
々
に
親

し
ま
れ
て
き
た
橘
山
の
南
側
に
所
在
す
る
こ
と
か
ら
。

⑧
地
形
に
よ
る
…
…
６
（
川
が
４
、
そ
の
他
が
２
）

＊
例
え
ば
、
山
田
郡
の
川
内
村
。
こ
の
村
名
は
、
合
併
し
た
五
ヶ
村
が
渡
良
瀬
川
の
内
側
に
位

置
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

⑨
郡
名
…
…
２

＊
碓
氷
郡
の
臼
井
村
と
、
片
岡
郡
の
片
岡
村

⑩
古
地
名
…
…

（
う
ち
古
代
郷
名
が

）
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＊
西
群
馬
郡
の
中
里
・
保
渡
田
・
生
原
・
井
出
の
四
ヶ
村
が
合
併
し
て
成
立
し
た
上
郊
村
。
村

名
は
、
群
馬
郡
上
郊
郷
に
よ
る
。

＊
邑
楽
郡
の
板
倉
・
籾
谷
・
岩
田
・
内
蔵
新
田
の
四
ヶ
村
が
合
併
し
て
成
立
し
た
伊
奈
良
村
。

新
村
名
は
、
か
つ
て
旧
板
倉
村
の
一
部
を
伊
奈
良
の
里
と
称
し
た
こ
と
に
ち
な
む
と
い
う
。

・
上
毛
野
伊
奈
良
の
沼
の
大
藺
草
外
に
見
し
よ
は
今
こ
そ
勝
れ
（
万
葉
十
四
・3

4
1
7

）

⑪
そ
の
地
の
施
設
名
…
…

(

う
ち
神
社
が
４)

10

＊
緑
野
郡
の
山
名
・
木
部
・
阿
久
津
・
根
小
屋
の
四
ヶ
村
が
合
併
し
て
成
立
し
た
八
幡
村
。
村

名
は
、
山
名
に
鎮
座
す
る
旧
郷
社
八
幡
宮
に
ち
な
む

⑫
郡
内
等
に
お
け
る
位
置
…
…
３

＊
吾
妻
郡
の
五
ヶ
村
が
合
併
し
て
成
立
し
た
東
村
は
、
吾
妻
郡
の
東
部
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら

⑬
由
縁
の
氏
族
名
…
…
３

＊
西
群
馬
郡
の
北
牧
・
白
井
・
吹
屋
・
横
堀
の
四
ヶ
村
が
合
併
し
て
成
立
し
た
長
尾
村
は
、
白

井
城
主
長
尾
氏
に
ち
な
む
。

⑭
そ
の
地
の
故
事
等
か
ら
…
…
９
（
う
ち
万
葉
歌
関
連
が
３
）

＊
多
胡
郡
の
九
ヶ
村
が
合
併
し
て
成
立
し
た
入
野
村
は
、
万
葉
集
東
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
「
多

胡
の
入
野
」
が
黒
熊
の
あ
た
り
に
比
定
さ
れ
る
と
い
う
説
を
採
用
し
て
命
名
さ
れ
た
。

・
吾
が
恋
は
現
在
も
か
な
し
草
枕
多
胡
の
入
野
の
将
来
も
か
な
し
も
（
万
葉
十
四
・3

4
0
3

）

＊
南
勢
多
郡
の
八
ヶ
村
が
合
併
し
て
成
立
し
た
黒
保
根
村
は
、
万
葉
集
東
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る

「
く
ろ
ほ
の
嶺
ろ
」
に
ち
な
む
。

・
上
毛
野
久
路
保
の
嶺
ろ
の
葛
葉
が
た
愛
し
け
子
ら
に
い
や
離
り
来
も
（
万
葉
十
四
・3

4
1
2

）

⑮
そ
の
他
…
…
４

＊
西
群
馬
郡
の
小
倉
・
上
野
田
・
下
野
田
・
北
下
・
南
下
の
五
ヶ
村
が
合
併
し
て
成
立
し
た
明

治
村
は
明
治
の
年
号
に
ち
な
む
。

＊
那
波
郡
の
十
ヶ
村
が
合
併
し
て
成
立
し
た
豊
受
村
は
、
土
地
が
豊
穣
で
五
穀
が
よ
く
稔
る
こ

と
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
伊
勢
崎
が
伊
勢
神
宮
に
よ
っ
た
地
名
な
の
に
対
し
、
伊
勢
の
外

宮
で
あ
る
豊
受
大
神
宮
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。

⑯
調
査
中
…
…
19

＊

明
治
二
十
二
年
の
町
村
合
併
に
伴
う
新
地
名
は
、
実
に
様
々
に
工
夫
し
て
命
名
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
多
く
は
、
全
く
の
無
か
ら
有
を
生
み
出
す
の
で
は
な
く
、
既
存
の
地
名
を
使

っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
失
わ
れ
た
古
地
名
の
復
活
も
目
立
つ
。

Ｆ
、
「
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
る
新
地
名
（
前
橋
市
の
場
合
）

＊
こ
の
法
律
は
、
昭
和
三
十
七
年
五
月
一
〇
日
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
行
政
や
郵
便

配
達
等
の
合
理
化
が
図
ら
れ
た
が
、
そ
の
一
方
、
長
年
親
し
ま
れ
て
き
た
多
く
の
町
名
が
統
合

や
廃
止
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
。

＊
明
治
二
十
二
年
、
石
川
町
・
南
曲
輪
町
・
曲
輪
町
・
北
曲
輪
町
・
柳
町
・
神
明
町
・
竪
町
・
立

川
町
・
横
山
町
・
桑
町
・
紺
屋
町
・
本
町
（
○
）
・
連
雀
町
・
田
町
・
堀
川
町
・
田
中
町
・
相

生
町
・
片
貝
町
（
○
）
・
榎
町
・
萱
町
・
芳
町
・
大
塚
町
・
中
川
町
・
新
町
・
百
軒
町
・
諏
訪

町
・
小
柳
町
・
細
ケ
沢
町
・
向
町
・
北
神
明
町
・
一
毛
村
・
岩
神
村
（
○
岩
神
町
）
・
萩
村
・

国
領
村
（
○
国
領
町
）
・
才
川
村
・
清
王
寺
村
・
天
川
村
（
○
天
川
町
）
・
前
代
田
村
の
一
部

・
紅
雲
分
村
の
一
部
（
○
紅
雲
町
）
・
宗
甫
分
村
の
一
部
・
天
川
原
村
の
一
部
が
合
併
し
て
「
前

橋
町
」
が
成
立
し
た
。
こ
れ
ら
の
地
名
の
う
ち
、
「
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
」
の
実
施
後
も

残
っ
た
の
は
○
印
を
付
け
た
も
の
の
み
で
、
他
は
失
わ
れ
た
。

＊
こ
れ
ら
に
替
わ
っ
て
新
し
く
付
け
ら
れ
た
町
名
は
、
大
手
町
・
千
代
田
町
・
表
町
・
三
河
町
・

朝
日
町
・
城
東
町
・
日
吉
町
・
若
宮
町
・
住
吉
町
・
昭
和
町
・
平
和
町
・
文
京
町
・
南
町
な

ど
。


